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保護者の皆様 

                                札幌市立北野小学校   

校 長 二又 利行   

 

「令和８年度全国学力・学習状況調査結果の 

        分析及び説明について」のお知らせ 

 

秋冷の候、保護者の皆様におかれましてはますます御清祥のこととお喜び申し上げます。ま

た、日頃より本校の教育活動に対しまして温かい御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上

げます。 

さて、６年生を対象に、４月２３日（木）に行われた令和８年度全国学力・学習状況調査につ

きまして、本校の結果についてお知らせいたします。今回の結果を、学校全体の課題として捉

え、今後の指導に生かしてまいります。 

なお、本調査により把握できるのは、学力全般の一部であり、学校の教育活動の一側面である

ことを御理解ください。今後も、学校と家庭がより連携を深めながら、子どもたちの健全な成長

を支えていくことができるよう、御理解と御協力をお願いいたします。 

 

「結果の分析」の表記について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

本校の平均正答率と全国平均を比較し、 

 

＋３.１ポイント以上 → 全国平均を上回っている。（記号△） 

 

＋３.０ポイントの範囲内で全国平均を上回る 

→ 全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っている。 

  （記号◇） 

 

全国平均と同じ    → 全国平均とほぼ同程度である。（記号□） 

 

－３.０ポイントの範囲内で全国平均を下回る 

→ 全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回っている。 

  （記号◆） 

 

－３.１ポイント以下 → 全国平均を下回っている。（記号▼） 

 

 
と表しています。 

                           

                          



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言葉の特徴や使い方に関する

事項」 

◆全国平均とほぼ同程度であ

るが、やや下回っている。 

 

 

「情報の扱い方に関する事項」 

▼全国平均を下回っている。 

 

 

「話すこと・聞くこと」 

◆全国平均とほぼ同程度であ

るが、やや下回っている。 

 

 

「書くこと」 

◆全国平均とほぼ同程度であ

るが、やや下回っている。 

 

 

「読むこと」 

△全国平均を上回っている。 

本校の概要（内容・領域） 

 

                    

国 

 

語 

 

●学年別漢字配当表に示されて

いる漢字を文の中で正しく使

うこと。 

●比喩や反復などの表現の工夫

に気付くこと。 

 

●考えとそれを支える理由や事

例など情報と情報との関係に

ついて理解すること。 

 

●相手に伝わるように、理由や

事例などを挙げながら、話の

中心が明確になるよう話の構

成を考えること。 

 

●引用して、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫す

ること。 

 

○漢字に親しみ、正しい言葉遣 

いや漢字のもつ意味を考え  

て、文の中で正しく使う学習 

活動の充実。 

○実際に話したり聞いたりする

中で触れてきた、比喩や反

復、倒置などの表現の工夫に

ついてまとめて整理する学習

活動の充実。 

○自分の考えの根拠を明確に

し、それを支える情報と情報

との関係を整理し、まとめる

学習活動の充実。 

○相手意識を高め、自分が伝え

たいことが明確になるように

理由や事例を挙げ、筋道を立

てた構成を検討する学習活動

の充実。 

○引用する目的を明確にし、正

確に引用したり、引用部分と

自分の考えとの関係を明確に

して、区別しながら書き表し

たりする学習活動の充実。 

 

「数と計算」 

□全国平均とほぼ同程度であ

る。 

 

「図形」 

▼全国平均を下回っている。 

 

「測定」 

△全国平均を上回っている。 

 

 

「変化と関係」 

◆全国平均とほぼ同程度であ

るが、やや下回っている。 

 

 

「データの活用」 

◇全国平均とほぼ同程度であ

るが、やや上回っている。 

                    

算 

 

数 

 

●異分母の分数の大小を判断

し、その理由を数や言葉を用

いて記述できる。 

 

●数を四捨五入して、概数で表

すことができる。 

 

●立方体の体積の計算による求

め方について理解している。 

 

●百分率で表された割合と比較

量から、基準量を求めること

ができる。 

○分数の意味や表し方を理解

し、既習のいくつかの方法を

用いて、分数の大小を比べる

ことができるようにする学習

活動の充実。 

○四捨五入の意味や表し方を理

解し、目的にあった概数を求

めたり、その概数の利用を実

感したりする学習活動の充

実。 

○図形を構成する要素に着目 

し、立方体や直方体の体積

が、縦、横、高さの長さを使

って計算で求められることが

できるようにする学習活動の

充実。 

○基準量や比較量を的確に把握

し、問題場面から、基準量、

比較量、割合の関係を捉える

ことができるようにする学習

活動の充実。 

 

今回の調査における課題 改善の方向 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○課題探究的な学習を推進し、子どもたちの疑問や課題を主体的に解決する学習の構成に取り組むととも

に、子どもたちの「〜したい」という意思を尊重し、子どもたち自身の行動を支え、自分たちで問題を

解決する自治的な活動の推進に取り組み、「学ぶ力」の育成を図ります。 

○子ども一人一人がＩＣＴの特性・強みを理解し、必要感をもって効果的に活用する学習の充実を図ると

ともに、本や新聞などへの興味・関心をより高め、子ども自身が主体的に学ぶ学習環境の整備に取り組

んでいきます。 

○相互承認の感度を高めるために、学校におけるすべての教育活動を通して多様な他者と対話し、合意形

成を図る活動を一層充実させます。自分のよさや他者のよさ、可能性を認め合い、自己肯定感や自己有

用感の向上に取り組みます。 

○いじめやトラブルには、担任だけではなく学校組織として早期対応することで、子ども一人一人が「自

分が大切にされている」と実感できる学校づくりを推進していきます。 

○「基本的な生活習慣、学習習慣」について、６年間の継続した指導を進めるとともに、家庭・地域との

連携をしながら、よりよい習慣づくりを推進していきます。 

 

■挑戦心、達成感、規範意識、自己

有用感、幸福感等 

・困りごとや不安がある時に、先

生や学校にいる大人にいつでも

相談できる。 

 

■学習習慣、学習環境等 

・新聞を週に１回以上読んでい

る。 

 

■主体的・対話的で深い学びの視

点からの授業改善に関する取組

状況 

・５年生までに受けた授業で、自

分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるよ

う、資料や文章、話の組立てな

どを工夫して発表している。 

 

■学習に対する興味・関心や授業

の理解度等 

・国語の勉強が得意である。 

・国語の勉強が好き。 

・算数の勉強が得意である。 

・算数の勉強が好き。 

・５年生までに受けた授業では、

算数の授業で、どのように考え

たのかについて説明する活動を

よく行っていた。 

・将来、積極的に英語を使うよう

な生活をしたり職業に就いたり

したい。 

・これまで、学校の授業以外で、

英語を使う機会があった。 

                    

児 

 

童 

 

質 

 

問 

 

紙 

肯定的な回答の少ないもの 
・「どちらかといえば、当てはまらな

い」、「当てはまらない」の合計が

３０％以上  

・全国との差が顕著なもの 

北野の子の健やかな成長を願って 
 

 

□基本的な生活習慣等 

・朝食を毎日食べている。 

・毎日、同じくらいの時刻に起きている。 

□挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等 

・自分には、よいところがあると思う。 

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 

・人が困っているときは、進んで助けている。 

・いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 

・人の役に立つ人間になりたいと思う。 

・学校に行くのは楽しいと思う。 

・友達関係に満足している。 

・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある。（よ

くある。ときどきある。） 

□ＩＣＴを活用した学習状況 

・あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT機器で文書を

作成することができると思う。 

・あなたは自分がインターネットを使って情報を収集するこ

とができると思う。 

□主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する

取組状況 

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができる。 

・授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にし

て、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる。 

□学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

・国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思う。 

・算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思う。 

・５年生までに受けた授業では、算数の授業で学習したこと

を、普段の生活の中で活用できている。 

・５年生までに受けた授業では、図形や数直線など図が示さ

れた問題では、問題を解くときに図が役に立つと思う。 

・道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学習やグループ

で話し合ったりする活動に取り組んでいる。 

肯定的な回答の多いもの 
・「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」の合計が

９０％以上  

・全国との差が顕著なもの 


